
～北海道・東北・中部・関東出身編～

茨城(2年）：

北海道（1年）：

北海道（3年）：大学って何をするところでしょう？勉強？遊び？部

活？どれもあっているけど、ちょっと違う気もします。
僕は社会に出る前の助走だと思います。大学に来て、社会を見てく
ださい。考えてみてください。１年の時は主題科目でいろんなことを
学んで下さい。きっと何かみつかるはずです。それを磨いて下さい。
それだけの環境がここにはあります。

福島（4年）：

東京（3年）：生命科学科は１クラスの人数が少ないため、皆

と仲良くなれます。また、個性豊かな人が集まり、いろいろな
考え方を持っている人がいるので知識以外にも得られるもの
が多いと思います。あと、鳥取というと田舎っぽいイメージが
ありますがここでも世界的な研究は行われています。

北海道、
東北、中
部、関東

北海道（4年）：



茨城(3年）：

群馬(3年）：

埼玉（3年）：生命科学科は40人程度という少ない人数で勉強してい

るので、全員と仲良くなることができ、とても楽しいと思います。
また医学のことについて研究をしていきたいと思う人にはとても良
い環境であると思いますが、将来的に役に立つもの（資格）がない
のは少し痛いかなと思います。
１年次はキャンパスが違い、他学部の友達もできるし、授業も少なく、
けっこう時間の余裕もあるので、１年目はおもいっきり部活、サーク
ル、友達と遊ぶなど、大学生活を楽しんだほうがいいと思います。

山梨（3年）：妥協は良くないと思います。

福井(2年)：福井県と鳥取県は人口、年齢層、繁栄している度合い、
特産物、気候が大変似通っており、福井県民にとっては暮らし易
い環境だと思います。勉強に集中しやすいし、緑が多く、大学生活
を送るには申し分ないと思います。
私が実際に受験に来た時も遠方に来たという感覚があまりなく、リ
ラックスして面接に臨めると思います。
ただ、受験後、電車にすぐ乗らないと、福井駅までの終電がなく
なってしまいます。
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神奈川（2年）：

新潟（2年）：

埼玉（1年）：自分で選んできてください。

山梨（1年）：



群馬（4年）：国立の大学で初めてできた鳥取

大学なので他の大学より研究しやすい環境
になっていると思います。

富山（4年）：

新潟（3年）：非常に交通の便が悪く、遠方からの進学となるが、そうまでして

来たので私自身はそれなりに自分のやりたいことがあったのだと思う。
この学科は生命系でも医学部に属している珍しい学科であり、医学関係につ
いてよく学べる点や医学科との合同講義によって自身のモチベーションを高く
保てる点では優れていると思う。いろんな分野があり、現時点で１つの分野に
絞ることは不可能で、これから講義を受け、実習を通して最終的に自分のや
りたいことを見つけられたいいと思う。大変興味を引かれる分野は多い（脳神
経、ES, IPS細胞etc...）。

様々な葛藤はあると思うが、特殊且つやりたいことがやれる学科なので、興
味があれば考えてみてほしい。

埼玉(3年）：私もはじめは医学科ねらいで、センター失敗して

どこ受けようか・・・と調べ、鳥大の生命に来ました。
私の家はとなりが東京って所だったので正直言って鳥取受け
る人ってなかなかいませんでした。私も受かるまで鳥取の位
置すら知らなかったし。
でも実際入学し、学んでみて、すごく興味深かったです。がん
や心筋梗塞・・・といった病気を実際に治療するのは医師です
が、その技術は生命科学でつくられているのだと知ってすごい
と感じられました。
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新潟(2年)：

新潟(2年)：普通の面接練習はあんまり意味がない
気がします。自分のことを話せるようにした方がい
いと思います。（やりたいこと、動機など）面接苦手
な人は開き直ったらいいです。

静岡（2年）：

栃木（1年）：結局、医学部なので本気で医療
のことを考えている人がくるべき所だと思う。

いわゆる生物学科とは異なる学科である。



愛知（2年）：人並み

やって人以下。人より
頑張って人並み。人
の2倍やって人以上を

モットーに頑張りまし
た。目標をもって勉強
すると勉強が苦になら
なかった。

愛知（3年）：

愛知（3年）：自分に明確な目標がある人はそれを貫いても新た

な情報を元に進路変更をしてもいいと思う。
自分に目標がない人は様々な人とふれ合うことで、今後の目標
をいかに早く導き出すかが重要だと思う。
研究職について理解しきれていないが、知識がないとやってい
けないことなので、非常にやる気と興味、関心があることでしか
続かないと思うので、メディアからの情報でもなんでもいいので
自分の興味があるものを知っておくことが大事だと感じた。

愛知（1年）：

長野(2年)：面接の問
題が入手困難ですが、
生物などの基礎的知
識があれば全然大丈
夫です。
自分の興味のある事
をとことん学んで下さ
い。センター試験でこ
けないで！

岐阜(2年）： ～北海道・東北・中部・関東出身編～

長野（1年）：数少ない医学部の中
に設立された学科です。
天気は非常に変わりやすくて不
満ですが、長野に負けないくらい
自然の多い場所だと思います。

岐阜（1年）：



～九州・沖縄ほか出身編～

福岡（2年）：まだまだ専門

的な事を何もやってないの
で、答えられません。でもこ
こを受験したい人は様々な
経験をする事が一番の対
策になると思う。

福岡（2年）：

福岡（2年）：医学部内

に設立してある生命
科学科は鳥大と九大
だけで、鳥大は歴史も
あるので、医学的な要
素もしっかり学べるの
で良いと思います。

九州・
沖縄

福岡（1年）：

福岡（1年）：

福岡（1年）：



福岡（3年）：生命科学科に入ったこと

で、個性豊かな友達と出会うことがで
きたし、自分の興味のあることが学
べてとてもいいと思う。

福岡（3年）：今いろんな大学で、生命科

学系の学科がありますが、鳥取大学に
は日本中の様々な都道府県から学生
が集まってきています。鳥取は静かでい
いところだし、学科の人数も少なく皆と
仲良くなれるので、楽しく学ぶことができ
るところです。

福岡（3年）：

・センターが重要。
・面接は普通程度にできれば大丈夫。
・湖山は大学らしい感じがするが、米子はあまり
しない。
・米子は物価が湖山に比べてけっこう高い。
・湖山の一般教養（必要だけど）は高校の延長
の感じで、かなり退屈だった。
・2年生から生物に関することがたくさんでるの

で、高校の時生物選択だった方がかなり楽。

福岡（2年）：

福岡（3年）：鳥大生命の一番の魅力はなんといっても医学科の学生と同じ講義をうけら

れること。「生命科学科」は日本に数多くあれど、これは「医学部生命科学科」にしかでき
ないことです。そして「医学部生命科学科」は国立ですと平成20年度現在、たった2つし

かないのです。近代医療に触れつつ、生命現象を見つめたい方、是非鳥大生命へ。

福岡（3年）：自分がこれからどんな勉強をしてどう生きて

いきたいかなどをしっかりと考えた上で進学して来る人
にはとてもぴったりの大学だと思います。はっきりとやり
たいことが決まっていなくても、生命科学に興味があれ
ば大丈夫です。高校で生物をやっていなくても全然大丈
夫です。大学入れば自分で必要性に気づいて自分で勉
強できます。大学でもサポートはそれなりにあります。と
にかく、やる気と考えがちゃんとまとまっていれば問題あ
りません。

佐賀（2年）：

長崎（3年）：医学部の中にある生命科学科は特殊

で、様々な他とは違った経験ができるところです。

長崎（1年）：
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大分（2年）：まだ一年目なので何とも言えませんが、一年目の

大学の授業は高校の授業の延長な感じがします。ただこの一
年目で単位を落としてしまうと、二年目に米子のキャンパスに
行けなくなってしまうので、気をつけないといけません。地元の
人達はともかく、大学に入って一人暮らしを始めた方々は朝起
こしてくれる親はいませんので、寝坊をして単位を落とすこと
がない様に気をつけて下さい。

熊本（3年）：

熊本（3年）：

鹿児島（3年）：米子キャンパスに移

ると、専門科目が一気に増えるので、
湖山のうちに遊んでおいた方が良
い（単位落とさない程度に）。入試は
面接のみで、ある程度の知識があ
れば後は言いたいようにしゃべれば
よい。「わかりません」「思いつきま
せん」ていう勇気も必要。妙な事
言って深く聞かれるよりはましかもし
れない。

熊本（1年）：医学部の中に

あるということで医学の知
識を学び、新しい分野に出
会って、自分の興味を広げ
ることのできる学科だと思
います。身の回りのほんの
小さなことから興味を持ち、
自分で探求していく気持ち
が、この学科では大切なの
ではないかと思います。

大分（1年）：面接などやったことがないから不安でた

まらない！と思っていると思います。でもそれはみん
な同じです。
センターの結果がどうであれ、鳥大の生命を受ける
と決めたならしっかり切り替えて情報集めをして下さ
い。先生達は受験生のありのままの考えを見たがっ
ていると思うので、上手な答えを作ろうとしないで自
分の思ったことを素直に言って下さい。先生はしっか
り受け止めてくれます。あまり調子が良くなくてもフォ
ローしてくれます。あきらめないで下さい。とにかく面
接練習の数を重ねることを薦めます。

大分（4年）：がんばれ！

大分（4年）：

～九州・沖縄ほか出身編～



宮崎（1年）：気候が違うので最初は戸惑いますが、慣れてき

ました。遊ぶ所もたくさんある、というわけでもないので勉強
するには良い環境だと思います。

宮崎（1年）：

宮崎（1年）：

大分（4年）：

宮崎（2年）：

大分（4年）：やはり医学部にあるので、医学的

専門知識も得られることはいいことだと思う。
湖山キャンパスでは、講義数も少なく、何だか
無駄な時間を過ごした気がする。初めから米
子にいればもう少しいろんな勉強ができたので
はないかと思う。何も資格が取れないことは、
若干将来不安である。

～九州・沖縄ほか出身編～



無記名（4年）：自分

のやりたいことが明
確になっていれば何
事にもがんばれると
思います。

無記名（3年）：この学科は学

校での資格がとれない。だか
らこそ自分での勉強に取り組
むべき

沖縄（3年）：
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無記名（1年）：

鹿児島（3年）：とりあえず、この学科がどういう学科

かしっかり調べてから受験してほしい。あと、本当は
医学科に行きたいけど、仕方なくこっちを選ぶ、とい
う人がもしいたら考えなおしてぜひもう少しがんばっ
てほしい。

鹿児島（1年）：

沖縄（1年）：この分野はまだ発見されていないすごい

ことを私たち自身が見つけられる可能性の大きな分
野だと思います。
なので、みんなでその謎を解明しましょう。

鹿児島（1年）：



～中国・四国出身編～

鳥取（2年）：

鳥取(2年）：医学部内にある生命科学科なので、生

命科学という学問領域に対して医学的アプローチ
ができるので、医学に興味ある人にはもってこいだ
と思う。

鳥取(3年）：問題点

としては数学、物理、
化学の授業が2年

以降ない点。

鳥取（1年）：

鳥取（1年）：

鳥取（1年）：

鳥取(4年）：

鳥取(3年）：人数も
40人ぐらいで少なく、

わりとみんなと友達
になれて楽しいです。

中国・
四国



岡山（2年）：受験ではとりあえずセンター試験に向けてしっかりと5教科7科目を固

めていくことが重要だと思う。面接対策はセンター後で十分間に合う。あと二次試
験は面接だけだが、数学ⅢC、化学Ⅱ＋生物Ⅱ物理Ⅱ（うち選択している2科目）

はきちんと勉強していく方がいいと思う。（できるなら二次試験までの間）

岡山（2年）：

岡山（2年）：生命科の先輩の中には国内だけでなく、海外で

活躍されている方も大勢います。皆も鳥取の生命科から世界
に通じる知識人を目指しませう！！

岡山(2年）：

島根（1年）：

島根（1年）：センターで失敗しても、あきらめないこと。
面接で奇跡が起こることもある。
チャンスは全て、ものにすること。
センターで失敗しても、推薦で受かった人もいる。
あきらめなければ、道は続きます。

島根（1年）：

鳥取（3年）：

島根（4年）：

岡山（1年）：
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広島（1年）：研究したいならここがよいです。

いろんな分野の知識を得ることができます。

広島（1年）：

広島（1年）：二次試験に面接があ
ることもあり、不安なところも多い
と思いますが、医学のことについ
て研究したい、貢献したいという
思いがあれば、大変楽しい学科
だと思います。
また、私は生物ではなく物理を高
校の時に学んでいたのですが、
大学でカバーできるようなサポー
ト体制もあるので、安心してもらえ
ると思います。

広島（1年）：
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広島(2年）：

広島（2年）：

広島（2年）：

広島（2年）：生命科学科は人

数が比較的少なく、仲が良い
です。また教授の方々もフレン
ドリーな方が多く、とても楽し
いです。生命科学の面接では
今までの経験、知識を上手く
表現する力が必要だと思いま
す。だから日頃から考えること
を習慣づけることができたらい
いと思います。

広島（3年）：

・湖山と米子は全く内容が異なる。
・それ故初めの方は戸惑うかもしれない。
・先輩とのつながりは大事なものである。と思う。
・受験に関しては自分の知っていることを自分の言
葉で、しっかりと喋ることが出来るようにしておこう。
・あまり熟考しようとせず、思った事を述べるように
した方がいいと思う。

広島(3年）：どこの大学でも同じだと思い
ますが、本当に行きたい大学は第2志

望くらいにとらえておき、更に上を目指
す感じで勉強しておけば油断等もなく
なったりすると思います。センター試験
は生命線なので2次のことはあまり考え

ず、センターに集中して下さい。



山口(3年）：一年の時は授業数

が少なかったので暇だったけど、
米子に来てからは授業数も増
え、内容も専門的になるので楽
しくなりました。私は生物選択で
はなかったので、入学当初は不
安でしたけど、授業をやって自
分で勉強すればそんなに問題
があるとは感じないようになりま
した。

岡山（4年）：鳥大の生命科学

科は医学部に所属している
ので、生命科学だけでなく、
医学・保健に関することを幅
広く学べる数少ない学科で
あると思います。また、３年
からの実習は少人数で行う
ので、より具体的に生命科
学を学ぶことができると思い
ます!!

広島（4年）：近年の急速な医学の進歩に伴い、生命科

学の重要性は日々その度合いを増しています。この鳥
取大学医学部生命科学科では、恵まれた環境の中で
様々な専門知識を身に付け、学生生活を通して自分が
本当にやりたい事を見つけることができ、医療の発展に
貢献できる人材を育成しています。

広島（4年）：ここを受験する人にとっては、生命科学では

何をしているのだろう？どんなことができるのだろう？と不
安になっていると思いますが、ちょっとでもこの分野に興
味があるのなら受験すべきだと思います。分野はたくさん
だし、多方面に活躍している先輩もいます。

山口（4年）： 山口（4年）：【受験のアドバイス】

センターでしっかり点を取る。面
接対策に科学雑誌や本などを読
んでおく。
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広島(3年）：

広島(3年）：湖山では生命科学の専門的な内容に触れる機会はありません

が、米子では専門的な授業ばかりになり、自分の興味を持っている内容に
触れる機会が多くなります。ただし、米子に来てからは湖山にいた時に比べ、
かなり忙しくなるので湖山にいるうちにサークルやバイトなどやりたいことを
やっておくのがいいでしょう。受験勉強に関しては、センター試験が終わるま
ではセンター試験の勉強をしておくのがいいでしょう。面接対策はセンター
試験の後でも間に合います。時間があればセンター試験の前でも生命科学
の内容に触れてみてもいいかもしれません。広島(3年）：私がこの生命科学科に入ったばっかりのときは、

ほんとこの学科は何をするところなんだ？やりたいことと違う
と迷ってばっかで、正直つらかったけど、、１年たってみて、こ
の学科の利点が見えてきた。それは将来の道が決まってな
いということ。医学科だったら、お医者さん。看護学科だった
ら看護士と、将来これになるという目標に向かって日々勉強
するけど、この学科はちがって、卒業された先輩には医学科
に編入して、お医者さんを目指された人や、心理学の道へ
いった人など別の道に進むにはそれ相当の努力が必要だけ
れども、まだいろんな可能性がある。入学して1年間でそう考

えれるようになりました。



山口（2年）：入試はセンター試験と面接なので、とにかくセンター試験の対

策が必要だと思う。面接については、普段から生命科学に関連するニュー
スなどに目を通しておき、その中で自分が興味を持ったことをもっとよく調べ
るとよいかもしれない。また、疑問に思っている現象に関して自分ならこうい
う実験をして解決してみたいなど、いろいろと想像しておくとよい。

愛媛(2年）：

徳島(2年）：

高知（2年）：

湖山では少し学
校から離れてい
るだけで遠いと
感じるので、徒
歩で行けるア
パートにするべ
き。
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香川（1年）：

愛媛(3年）：

山口（4年）：鳥取大学の生命科学科は医学部に設

置されているだけあって、他大学の動植物メインの
ものとは違い、人間の生命科学をしっかりと学ぶこと
ができます。今、注目が集まっているiPS細胞などの

再生医療分野から、がんや免疫、遺伝子の細胞工
学まで人間の生命科学に興味があるならきっと満足
する内容がそろっています。教授の方々も分からな
いことがあった時は、質問すればしっかり教えてくだ
さるいい方ばかりです。人間の生命科学に興味があ
る方は本学の生命科学科に入学することをおすす
めします。



～近畿出身編～

三重（2年）：

大阪（2年）：大阪や京都には国公立、私立ともにたくさんの大学があ

る。私も最初は家から通える大学を探していたし、通うつもりだった。だ
が高校三年生になって、せっかく大学に行くのであれば自分のやりた
い事を勉強したいと思うようになり、自分の興味のあることを真剣に考
えて、地方の大学も視野に入れて様々な学部、学科を探した。その結
果、私は生命科学科で勉強したいと思え、受かって勉強することがで
きている。
地方の大学へ行くのは不安もあるし、負担も大きくなるけど、やはり
せっかく行く大学では自分のやりたいことをするべきだと思う。

大阪（2年）：センター試験を受けた後、二次試験が

面接だけだと何をしたらいいのか分からなくなるし、
モチベーションも下がってくる思います。しかし、色々
生命科学科について調べたり、面接対策をしてみた
り、しゃべる練習をしてみたりして、とにかくモチベー
ションを保つことを重視して二次試験までの日々を
過ごしてみたら充実すると思います。是非最後まで
全力で頑張ってください。

大阪（2年）：

滋賀（1年）：
近畿

大阪（1年）：



京都（3年）：鳥取は大学生らしい生活が

できる場所だと思います。勉強も自分が
望むならば充実させていくことが可能で
す。様々な分野の最先端の話がきけるの
で、興味をもって受ければ楽しいです。受
験では生物を選択しないこともできます
が、できるならば生物を高校で学んでお
いたほうが、大学の授業を受けるにあ
たって入っていきやすいと思います。

大阪（3年）：大阪の人が2年に3人いますが、地域

にかかわらずクラス全員仲が良くて楽しいです。
①「がん」や「免疫」といった大まかな分野に興味が
ある、という程度では絶対に研究対象として成立し
ません。いかに具体的にできるか。（知りたいと
思っていることでも既に研究し尽くされていることが
ほとんど）
②自分のしたい研究が、学術的、社会的にみてど
れほど価値があるのか考えて（知的好奇心はもち
ろん）調べていくべき。
③独創性のある研究とはどのような研究なのか、
自分のしたい研究とは何なのかを常に自問自答す
る。
④本庶佑先生（←詳しくは研究室のHPを見てくだ

さい）の研究理念を私は参考にしている
⑤経験的に当然と思われていることを疑ってかか
ること（変人と思われるかもしれないが）

～近畿出身編～

大阪（2年）：生命科学科を受験するにあたって、センター試験が最も大切な選

考事項になります。
センター試験のある一定ラインをクリアしたあとは面接対策ですが、面接は主
に人柄を見るための試験です。でしゃばりすぎても地味すぎてもだめです。こ
れから一緒に研究、勉強したいと思えるように自分を見せてください。

和歌山（4年）：

大阪（3年）：大阪(3年）：



大阪（3年）：湖山で、自分の興味（生命科学だけでなく）を広げるべきではな

いだろうか？米子にくればずっと生命科学（医学）の講義しかないため。ま
た生命科学科の現在の問題として、やはり何も「資格」がないということが問
題である。これはこれから”就職”という観点から見れば不利といわざるをえ

ないような気がします。そのような点においてもこのように自分の興味を広
げることが役に立つのではないかと考える。

大阪（4年）：何の目標も持たずに入らないほう

がいいと思う。他大学並みに遊べれない。サー
クルがほとんどなく、ほぼ部活ばっかりなので、
自由に活動できない。

大阪（4年）：私は第一志望に落ちた、という少し情けない理由と、生

命科学を学びたい、という理由から鳥大に入学しました。今は、あ
のとき第一志望に落ちてよかったと思っています。ここでは最先端
の生命科学を学べますし、医学の基礎的なことも学べ、興味が大き
く広がります。また先生方、先輩とも明るく積極的で、親切です。活
気あふれるキャンパスライフを送れることが生命科学科の一番の
魅力です。

大阪（4年）：生命の分

野にて講義で知識を深
めてから実習（実験）が
できて理解ができる。

兵庫(4年）：１年は湖山での生活を楽しみ、いろんな学部の人と接し、

いろんな考え方を学び、遊んでください。２年は米子の生活を楽し
み、まだ時間の余裕があるので鳥取でしかできないような自然を相
手に遊んでください。３年になるとそろそろ将来のことも考えだし、実
験も始まるので生命科学科に入った実感も強くなるでしょう。

～近畿出身編～

兵庫（1年）：

兵庫（1年）：

兵庫（1年）：生命科学科自体の人数が４１人と多すぎな
いので、みんなと協力して４年間やっていこうとする空
気が入ってよかったと思えます。

兵庫（1年）：生命科学科を目指すなら、センターと
面接の対策のみすればいいと思うよ。
間違っても、予備校の冬期講習では２次対策の授
業はとってはいけません。２７万円とんだから・・・
面接のシュミレーションを頭の中で行い続ければな
んとかなる。

兵庫（1年）：



兵庫（2年）：

兵庫（2年）：

兵庫(3年）：

兵庫(3年）：湖山での生活で得たものは本当に多かったです。特に他学部の人と交流

できたこと、部活に一生懸命うちこんだこと、忘れません。最高に充実した１年でした。
米子に来てまだ日々は浅いのですが、ここでしかできない出会いがたくさん待ってると
思います。授業については、米子に来てからは本当に充実しています。専門分野の授
業はやはり意気込みが違ってきます。
受験の対策としては、生命科学系の事項について、簡潔にまとめてある程度理解し、
面接で聞かれた場合に説明できるようにすること、またそれに関する自分の考えにつ
いてもまとめて話せるようにしておきました。私はセンター後から2次対策をしましたが、

以前推薦入試を受ける際に積んだ知識もあったので十分間に合いました。知識を積む
ことも大切ですが、自分で考える力を養うことも同様に重要だと思います。

兵庫(3年）：鳥取は兵庫県と接していますが、近くて遠い県でした。しかし、大学入

学のため鳥取に来てみると、とても住みやすくいい所だと思いました。湖山も米子
も両方良い街です。
１年の間は湖山で教養基礎科目しかありませんが、主題で興味のある教科を選
べました。2年になって米子に来ると、今度は医学系の講義しかありません。時間

割もほぼ詰まっていて忙しく大変ですが、医学に興味があれば楽しめます。
もうすぐ実習も始まり、楽しみです。

兵庫(2年）：生命

科学がしたい人
は入るべきだと
思う。将来、研究
者になるなら大
学院には行くべ
きです。

兵庫（2年）：

兵庫（4年）：湖山では、一般教養ばかりで退屈だと思う事もあ

ると思いますが、２年次からは米子へ移動すると周りの雰囲
気もかなり変わり、自分が医学部であること、生命科学である
ことの実感が徐々に出てくると思います。特に３年生からは実
習も始まって、私にとって未知の世界に感じていた研究職と
いうものが実際に手を動かすことや先輩方とお話する機会が
増えることで今までと違う見方・考え方ができるようになってき
ました。資格こそは無いものの、いい意味で自由な学科だと
思います。

～近畿出身編～


